
平成２４年度 行政評価　　　　施策カルテ（平成２０～２３）

政策名
（基本施策名）

１　施策の取組状況
達成率

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H23

基準年 実績 実績 実績 実績 見込み H24見通し

41 42 44 46 47 80.9%

40 35 38 38 38 39 83.0%

H20 H21 H22 H23

重要度 78.5 67.5 67.6 71.6 ％

満足度 53.6 12.6 18.4 23.2 ％

２　重点事業の進捗状況

前期 後期

３　施策を構成する事務事業の活動指標

H20 H21 H22 H23 H24

実績 実績 実績 実績

68 68 68 68 68

68 68 68 68

2 2 2 2 2

2.2 2.3 3.0 2.9

41 42 44 46 47

35 38 38 38

135 135 135 135 135

113 116 125 123

10,512 10,396 10,120 9,720 9,747

10,310 10,209 10,268 10,227

48 48 47 47 47

48 48 47 47

5 5 5 7 9

5 5 7 9

重点度
（Ａ～Ｃ）
※施策目標に
対する寄与度

事業の
方向性№

園

未就園児親子教室事業などの事業実
施数

指標の数値（上段：目標値，下段：実績値）

施 策 目 標 を 達 成 す る た め の 取 組 方 針

S47 対象園児数

対象者
開始
年度

活動指標等

未就園児
を対象と
した子育
て支援活
動等を実
施してい
る幼稚園

H13

幼稚園地域子育て支援事業事業実施
園数

私立幼稚園
に就園して
いる園児の
保護者

課題事業の進捗状況とH24末の見通し

市民意識調査（重要度・満足度）

事　　業　　名

◆小一プロブレム解消に向け，子どもの健やかな育ちのために教育の円滑な接続が必要である。
◆教育を受ける機会の確保のため，就園にかかる利用者負担を軽減するとともに，幼稚園における教育の充実を図る必要が
ある。
◆発達段階に応じたより適切な教育が受けられるよう教育環境の整備が必要である。

課
題

スケジュール

・子どもの健やかな育ちのため，幼稚園・保育園と小学校の教
職員相互の情報交換等，連携に係る取組を進めている。
・幼児が人間形成の基礎となる適切な教育を受けられるよう，幼
稚園への就園支援や幼稚園教育の充実支援の取組を進めて
いる。

◆幼稚園の地域子育て支援については，実施園数・事業実
施数ともに増加している。
⇒更なる制度利用を促しながら，Ｈ２４末までにさらに増加す
ると見込んでいる。

80.9%

総合計画記載頁

⑦　幼児教育の充実

１３５ページ

単位

指標の数値（上段：目標値，下段：実績値）

施策名２　信頼される学校教育を推進する

指標の
達成率

施　策　指　標　等
（最上段が，総合計画に基づく指標）

施策主管課 教育企画課

幼稚園地域子育て支援事業実施
園数

園

園

人

単位

Ｂ

Ａ 継続

園発達支援児受け入れ実施園数

私立幼稚
園及び宇
都宮地区
幼稚園連
合会

S44

健康診断実施園数

政策
の柱

施策指標の実績とＨ２４末の見通し

Ⅱ 市民の学ぶ意欲と豊かなこころを育むために

主要な取組内容

各学校における連携事業取組数（年
間）

幼稚園・
保育所・
小学校の
幼児，児
童，教職
員及び保
護者

H4

実施校数 校

すべての子どもに対して幼児教育の機会を確保する上で必要な事業で
あり，継続して実施するが，新システム等の国の動向を踏まえ，就学前
教育・保育にかかる他の公的負担との整合を考慮しながら，補助のあり
方を検討すること。

継続

幼児一人ひとりの望ましい発達を促していくため，幼児の健康管理及び
幼稚園職員の資質向上等幼稚園における教育の充実に努める必要が
あることから，継続して実施し，今後は新システム導入に併せて，制度
内容の検討を行うこと。

Ａ 継続
子どもの健やかな育ちのために教育の円滑な接続が必要であることか
ら，地域学校園の推進において，幼保小の教職員間の共通理解のも
と，就学前教育・保育と小学校教育のより円滑な接続を図ること。

Ａ 継続

家庭や地域と連携した子育て支援策として，幼稚園の子育て支援機能
を活用することは有効であることから，本事業を継続して行うとともに，
新システムに伴う幼保一元化の検討の中で，子育てランド事業補助金
のあり方についても検討すること。

4

事業名

幼保小連携推進事業

子育てランド事業補助金

幼稚園就園奨励費補助金

幼稚園運営費補助金

1

3

2


